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五島高校はお濠の中にある学校です。

毎朝、
城門をくぐって
登校しています。

長崎県立五島高等学校

ジェットフォイルで約９０分
フェリーで約３時間



バラモンプラン（総合的な探究の時間）

〇地域探究型課題解決活動
〇ふるさと教育の一環として実施

•対象
普通科
普通コース
スポーツコース

１～３年生

＜２年生＞令和４年度バラモン発表会の様子

２年生が中心になって、
私たちにもできる、農業や子育て支援などを
テーマに研究を行います。
１１月の発表会では
先輩たちの沢山の提案・
発表を聞くことができました。



発表内容

１．長崎県立五島高等学校
バラモンプランについて

２．五島高校生が考える島の魅力

３．「デジタルGEOマップ」とは

４．離島地区活性化に向けて（提案）

５．まとめ



アンケート
•実施期間
令和４年１１月 ８日（火）

～１１月１１日（金）の４日間

•対象
五島高校 １～３年生の普通科 ３５３名

•回答率

学年 １年生 ２年生 ３年生 合計

総数 １２４名 １０６名 １２３名 ３５３名

回答数 １１６名 ９９名 １２２名 ３３７名

回答率 ９３.５％ ９３.４％ ９９.２％ ９５.５％



アンケート結果
•五島市の魅力だと考えるもの



アンケート結果
•五島市に魅力がないと感じること



アンケート結果
•将来五島に帰ってきたいと考えているか？

学年が上がるごとに、
「はい」「いいえ」の割合・・・減少
「悩んでいる」の割合・・・増加

自分たちの故郷を何とかしたいと思いながらも、
帰ってくることに不安があるのでは？



アンケート結果
•将来五島に帰ってきたいと考えているか？

＜はい＞（全生徒数の割合）

人とのつながりや、
これまで生まれ育ってきた環境を大切にする
割合の方が高い。



アンケート結果
•将来五島に帰ってきたいと考えているか？

＜いいえ・悩んでいる＞（全生徒数の割合）

ショッピングセンターやアミューズメント施設の拡充
⇒ 現在、五島高校生が
五島に魅力を感じていない点とリンク

あれば・・・



アンケート結果
•将来五島に帰ってきたいと考えているか？

＜いいえ・悩んでいる＞（全生徒数の割合）

働き方の多様性が保証されていないと感じている

⇒Uターンを「悩んでいる」要因では？

あれば・・・



アンケート結果
•将来五島に帰ってきたいと考えているか？

＜いいえ・悩んでいる＞（全生徒数の割合）

“何もない”から価値を生み出し、
若者が住みたいと思える街に！

あれば・・・
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デジタルGEOマップ
•背景
〇 ２０２２年１月：五島列島下五島エリア

日本ジオパーク認定

⇒ 豊かな自然が五島の魅力

⇒ 独特の文化が根付く
・へトマト（国指定重要無形民俗文化財）
・チャンココ（県指定無形民俗文化財）

五島市役所文化観光課 文化活用保存班 講演資料参照

① 知って
② 守って
③ 活かす

ことが大事！



デジタルGEOマップ
•作品例

令和４年度 第１学年バラモンプラン 助成実績

・五島列島（下五島エリア）ジオパーク活動支援助成金

・令和４年度 五島市ふるさと活性化貢献支援事業

・岡田甲子男記念奨学財団 教育助成金



デジタルGEOマップ

•デジタル配信（予定）
〇五島高校ホームページ
〇五島高校公式YouTubeチャンネル

•情報発信
〇パンフレットの作成
〇長崎港、福岡空港等に設置依頼を検討

島内外へ広く情報を発信！
①ジオパークについて理解を深めてもらう
②観光客を呼び込む⇒街の活性化へ！
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提案① 中高生商店街ギャラリー

•福江島のメインストリート
福江商店街



提案① 中高生商店街ギャラリー

•活気ある商店街へ

五島市役所地域振興部 文化観光課 「令和３年 五島市観光統計」

やや増加傾向

大型宿泊施設の増加

新型コロナウイルス感染症
の拡大に伴い激減



提案① 中高生商店街ギャラリー

•活気ある商店街へ

五島市役所地域振興部 文化観光課 「令和３年 五島市観光統計」

夏がピーク
⇒海水浴・グランピング
豊かな自然を生かした
アクティビティが充実

冬でも楽しめる
新しい

観光資源が必要！



提案① 中高生商店街ギャラリー

•商店街×（探究活動）×中高生

〇五島市内の中学校（１１校）
〇五島市内の高校（４校）
五島高校、五島高校定時制、五島海陽高校、五島南高校、奈留高校

〇鶴南特別支援学校（小・中・高等部）

＜ギャラリー（レンタルオフィス）＞※料金（要相談）
・各学校が行った探究活動の記録や動画やポスターの展示
・中高生が考案したお菓子や特別支援学校の作品の販売
・部活動（写真部など）の展示場

探究活動 生活単元学習など

学校の垣根を越えて、
観光客や地域との交流や地域経済に貢献できる場を！



H１９年度

•移住に取り組む

•年間20人前後の受入れ

H２７年度

•支援員を配置

•子育て世帯の移住強化

H３０年度

•地域協働課を新設

•４年連続２００人以上

五島市の移住（UIターン）状況
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五島市役所地域振興部 地域協働課 提供資料参照

移住者数
５年間で約１０００人受入れ

９月末

66



五島市への定着率（平成２９年度～令和３年度）

•定着率
８３.２％（定着数８１７人を移住者９８２人で除した割合）

五島市役所地域振興部 地域協働課 提供資料参照

移住年後

移住者数 定着者数 定着率 定着者数 定着率 定着者数 定着率 定着者数 定着率 定着者数 定着率

H29 129 124 96.1% 112 86.8% 96 74.4% 86 66.7% 83 64.3%

H30 202 188 93.1% 172 85.1% 155 76.7% 151 74.8%

R01 223 204 91.5% 185 83.0% 177 79.4%

R02 204 195 95.6% 176 86.3%

R03 226 217 96.0%

１年後 ２年後 ３年後 ４年後 ５年後

移住後３年を経つと、
４人に１人の割合で五島を離れている。



提案② 超短期滞在計画
•無償制度では、
今後の財政確保が心配

⇒地域経済に配慮

⇒少し長期の旅行気分で、
離島生活が楽しめ、
商店街に出店できる。

家具家電付き住宅を整備
⇒ 有料（入居は１週間～

１か月程度）

短期滞在住宅の整備

３か月無料でお試し移住

短期滞在住宅

商店街の空店舗を利用
⇒ レンタル料は低価格
短期間の出店ができる

レンタルオフィスの整備

商店街のオフィスを
期間と時間帯で貸出
昼）カフェや雑貨店
夜）飲食店など

「お店がない」という
課題も解決！
地域経済の活性化に！



提案③ 空き家と移住村
•施策としては充実
・補助金や市の財政
⇒どこまで継続可能か

・３年の壁

＜五島 荒川温泉＞
・旅館が現在１件
・過疎化と水質汚染
⇒移住者のコミュニティ

空家修繕費半額補助
上限：１００万円

空き家活用促進事業補助

事業費の４分の３助成
※ 有人国境離島法括用

雇用機会拡充支援事業補助金

移住誘致エリアを設定
⇒ 空き家の優先的な整備

住民同士のコミュニ
ティを強化することで、
移住者たちの地域に対する
付加価値を高める

移住コミュニティの充実

人とのつながりが“付加価値”に！人とのつながりが“付加価値”に！



提案④ 廃校とシェアハウス
•若者が
UIターンをしたくても…
⇒賃貸物件が不足

•既存の建物を活用は？
廃校を利用したシェアハウス

年間３６万円を１０年間補助
対象：３５歳未満の者
※ Iターン者は２４万円（看護師、

保育士、介護士は３６万円）

奨学金返還支援助成金

空家修繕費半額補助

空き家活用促進事業補助

非常にありがたい制度！

就職したばかりの若者に
家を修繕するまでの余裕は・・・

広いグラウンドは駐車場や
バーベキュー施設に！

１階は店舗や
オフィスに。
２階以上は
居住スペース
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まとめ
デジタルGEOマップの作成を通した
離島地区活性化の提案

提案① 中高生商店街ギャラリー

提案② 超短期滞在計画

提案③ 空き家と移住村

提案④ 廃校とシェアハウス

・学校の垣根を越えて！
・地域経済に貢献を！
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五島市の移住（UIターン）支援制度

五島市役所地域振興部 地域協働課 提供資料参照

旅費６万円補助
対象：４０歳未満の者
※ 対象経費の２／３

移住希望者定住支援補助金

３か月無料でお試し移住

短期滞在住宅

引越費用１５万円補助
対象：子育て世帯か４０歳未満の夫婦

子育て世帯等移住促進補助金
空家修繕費半額補助
上限：１００万円

空き家活用促進事業補助

年間３６万を１０年間補助
対象：３５歳未満の者
※ Iターン者は２４万（看護師、

保育士、介護士は３６万円）

奨学金返還支援助成金

事業費の４分の３助成
※ 有人国境離島法括用

雇用機会拡充支援事業補助金

２人以上の世帯１００万円
補助
対象：東京圏からの移住者

移住支援金


